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Preface

本論文集は、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパ 

ス （SFC) 先端生命科学研究室および鶴岡タウン 

キャンパス（TTCK) 先端生命科学研究所の学生 

論文要旨集です。

2012年度も多くの学生が活躍して様々なアワ 

一ドを受賞しました。

石井千晴君（修士1年）が、米サンアントニオ 

で行われた国際P r o b io tic s学会において 

Student P o ster部門で最優秀賞を受賞したため、 

村上慎之介君（修士 2 年）が、湯野浜温泉（鶴 

岡市）の源泉から世界最小の微生物を発見し、 

テレビ、ラジオ、新聞で報道されたためにそれ 

ぞれSFCアワードを受賞しました。また、上瀧 

萌 君 （環境 4 年）の卒業論文が、優秀卒業プロ 

ジェタトとしてSFCアワードを受賞しました。

加えて大下和希君（修士 2 年）、田中美穂君（修士 2 年）が優秀修士論文として湘南藤 

沢学会からそれぞれ出版されました。研究室内の表彰としては、野崎慎君（修士 2 年）が 

優秀修士論文賞、臼居優希君（環境 3 年）が優秀賞、牧野岳都君（環境 2 年）、山本香織 

君 （環境2 年）、森秀人君（環境 1 年）、森本健太君（環 境 1 年）が奨励賞をそれぞれ受 

賞いたしました。おめでとうございます。

バイオインフォマティクスと実験生物学の融合を目指して、2001年4月に山形県の慶應大 

学鶴岡キャンパスに先端生命科学研究所を開設してから、今年で12年目になります。2007 

年度からSFC大学院の政策メディア研究科の「バイオインフォマティクスプログラム」は 「先 

端生命科学プログラム（英語名 ： Systems Biology Program) 」に改名し、また環境情報 

学部でもバイオ系科目が充実しました。このカリキュラムの目玉はなんと言っても、一年 

間鶴岡キャンパスに滞在して毎日実験実習を集中的に体験できる「バイオキャンプ」です。 

毎学期 i 6 人程度の学生が参加していますが、バイオキャンプに参加した学生のうち多く 

はその後も鶴岡に短期•長期に滞在し、世界最先端の施設を利用してバイオ実験を行ってい 

ます。
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システム生物学という新たな切り口で先端技術を開発し、それらを駆使して生命科学、 

医学、環境科学のブレイクスルーを目指す。それはチヤレンジングでとても楽しいことで 

あり、なにものにも替えがたい究極の贅沢だと考えています。

“Science i s  ultim ate amusement”

2013年 3 月吉日 

冨 田 勝
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